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２０１２年７月９日（月）聖学院本部新館２階会議室
において、２０１２年度第２回「ラインホールド・ニ
ーバー」研究会が開催された。今回の研究会は日
本学術振興会科学研究費補助金の基盤研究（B）
「ラインホールド・ニーバーの宗教・社会・政治
思想の研究」（課題番号：２３３２００２５、研究代表：
高橋義文）の助成で開催され、総合研究所のライ
ンホールド・ニーバー研究会との共催で行われた。
聖学院大学人文学部副チャプレンで、准教授の柳
田洋夫氏より、標記の題にてご発表いただいた。
参加者は１８名であった。概要は以下の通りである。
２０１１年度より分担で翻訳を始めたReinhold Niebuhr,
The Nature and Destiny of Man, Volume I :
Human Destiny (Westminster John Knox Press,
1996, Originally published as two volumes : C.
Scribner’s Sons, 1941-1943)、Chapter I : Human
Destiny and History について、その要約と洞察
が行われた。第１章「人間の運命と歴史」では、
「救済者が待望されない思想」と「救済者が待望
される思想」とにニーバーは歴史観を分けて考察
している。後者の「される思想」は、特にメシア
信仰の観点から語られている。そもそもニーバー
のキリスト論の出発点は、「人類の歴史に見受け
られる種々のメシア思想である」という。そのた

めニーバーはそうした種々のメシアニズムを“a
Christ”「救済者」の待望ととらえた後に、真の
メシアとしての“the Christ” 「イエス・キリスト」
を受けとめる。そして、「人間の運命」の全体を
通して、歴史の外側にあるはずの歴史の成就が期
待されていることが指し示されている。歴史には
意味がある、ととらえること、つまり歴史に潜在
する意味の「十全な開示と成就を待ち望んでいる」
ところでは、救済者が求められるのである。
一方「キリストを必要としない」、つまり救済

者を求めない思想においては、歴史は無意味なも
のとして否定されているため、人間が従うべき隠
れた主権など存在しなく、「自然」や「理性」が
神と考えられている。
しかしそもそも歴史の真の問題は、人間の有限

性はなく、人間の企ての傲慢な偽りであり、それ
らが歴史を「悪」と「罪」に巻き込むことをヘブ
ライの預言者宗教は認識している。「罪」と「傲
慢」から、「啓示」と「信仰」があらわれる。そ
して「神の憐れみ」において、歴史が成就される
のである。
「人間の運命と歴史」は「第１章」ではあるが、

ニーバーの趣旨がとらえられている箇所でもある。

柳田洋夫准教授

報 告

ラインホールド・ニーバー研究
柳田洋夫氏報告

「ラインホールド・ニーバー『人間の本性と運命』第２巻」
第１章「人間の運命と歴史」について
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人間は罪におおわれているが、ゆえにイエス・キ
リストが登場する。しかし、正しいものが勝つこ
とよりも、「勝利に値する正しいものがいるのか」
という究極的問題が問われるのである。
質疑応答では、垂直次元に対して水平次元の解

決がなされたかどうか、ニーバーの読み方は分析
よりも全体を通して考察するべきであること、牧
師として世界を見ていたことからニーバー独自の
感覚が生まれたこと等が話題となり、今後のニー
バー研究に向けて刺激されることの多かった研究
会として、盛況のうちにお開きとなった。

（すずき・みゆき 聖学院大学総合研究所特任研
究員）

聖学院大学出版会の本

ラインホールド・ニーバー 関連書籍

ソーシャルワークを支える
宗教の視点

原書が書かれた１９３０年代のアメリカは工業
化、都市化、情報化の波に翻弄され、経済不
況による凄まじい格差社会に陥っていた。社
会を公正するための「社会福祉事業」への問
題意識が、「社会の経済的再編成」「社会組織
再編」「社会の政治的な再編成」という壮大
な社会思想のもとで、本来あるべき社会福祉
の姿を提示する。

ラインホールド・ニーバー 著
高橋 義文、西川 淑子 訳
定価：２，０００円＋税
ISBN９７８‐４‐９１５８３２‐８８‐８ C３０３６

全国の書店でご注文・お取り寄せいただけます。
amazon.co.jp でもご購入いただけます。

お問い合わせ先
聖学院大学出版会 TEL ０４８‐７２５‐９８０１

書籍の詳細は大学出版部協会ホームページに
掲載されています。
ご覧いただければ幸いです。
アドレス http : //www.ajup-net.com/
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